
１
４
ｂ
Ⅱ
１
１
‐
ｌ
Ｌ
０
ｖ
－
曲
‐
‐
■
可
４
‐
け
り
Ｉ

甲虫相淡 路島 の
ｌ
‐
ｉ
ｌ
～
１
１
ｌ
１
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
１
‐

Ｌ
■
９
１
‐
■
可
邑
Ｑ
ｊ
Ⅱ
９
‐
－
‐

Ｉ
ｌ

ｂ
Ｉ
ｌ
ｑ
ｌ
１
７
１
．
０
Ｆ
１
９
－
ｌ
ｂ
■
１
９
ｒ
■
９
．
■
Ｂ
Ｔ
Ｈ
１
Ｉ
り
０
１

兵庫県産甲虫相資料・56）

高橋寿郎

（

はじめに

本年3月7日兵庫県生物学会30年記念出版”兵血の生物記〃の原稿銃み合せの会が明石高校

の生物鍛羨室で開かれもその席上で登日邦明氏にお目にかかり、色々お話をした際本年は淡路昆

虫同好会の創立10年になるので、ParnaggiuBを特築号にしたいから何か原稿を書くよう

にとの依頼を受けた。そこで淡路島の甲虫相に就いての総括的なものをまとめて発表させて頂く
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ことにした。

兵庫県下の甲虫相調査に就いては既に40年近く続けており、数多くの記録業緬も整理され、

1976年現在101科、2634種をまとめることが出来ている。淡路島の甲虫相も可成りま

とまっており、兵庫県下で淡路島にのみ分布が知られている種もあり、この島の甲虫相もなかな

か面白いものがある。

淡路島での甲虫相に就いては地元の堀田久氏（1958～1975）を始め、大野正男氏の淡

路島のﾊﾑｼ類(1969,1970)と愛媛大学戯学部昆虫学研究室の方々 による調査報告

（1973，1974）がその大部分を占め、筆者自身の北部地区における数回にわたる採集調

査結果をも杏ぜてその天部分がまとめられているととになる。尚、引用文献名については一切省

虹装6荊荊年瀧の壱のについては筆者自刊"兵庫県産甲虫類に関する文献目録,1975〃
を参照して頂きたく、1975年以後のものについては近くこの目録の改訂版を発刊予定してい

るのでそれを参照して頂きたい。

末文で恐縮だが、本報告発表の機を与えて下さった登日邦明氏に厚くお礼申し上げたい。
f－．2 ノ 、 ． . － 戸 『 フ ’‐・・4

淡路葛の､申虫類。．‘…
。.；官･

淡路島に産する甲虫類で現在記録されている科別の種類数と現時点で同島にのみ産すると考え

られる種名（兵庫県下で他に記録のない種）を記し、注目すべき種に若干の解説を試みた。（種

数の後の括弧内の数は兵庫県産の種顛数）一．'ユ‘‐・‐・'’

'・セスジムシ科(FamilyRhyeOdidaei,1種(2).
’･･も

チヤイ箇上ラタセスジムツClindiumvenefibumLewie，この科のものは枯木とか

樹皮下に見られるようであるが、その生態は不明な群で堅固な体の背面に刻まれた深い条鱒や

頑丈な数珠状の触角によって特徴づけられろ。世界から120種知られており日本産は2属72

種で兵庫県下からは2穏紀録されてい･ろ。7との種は先山からのみ知られており（久松．1974），
』◆F：

他のi種は園の山に産する。
2‘ヒケプトオサムシ科(FamilyPaussidae),i"(1).
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’
aハンミ曰ウ科(FamilyCicindelidae). 2"(10)

ヨドシロヘリハンミal CicindelanivioinctayodoNakane･沼島からの記録

がある（石田, 1970)．尼鮒市内での産が絶滅したのではないかと思われているだけに沼島

にいてほしいものである。ハンミgウ科については挨路島のような環境であればもつと分布種

がいると考えている。

4． オサムシ科(FamilyCarabidae), 35"("1).

アキオサムシ Apotomopterus jaPonicuechugokuensigNakane,先山での記
録がある（久松． 1973．日浦，1971）．との種は中国地方に分布する種で現在篠山が東限地

として知られているが兵距県下の分布は割合限定されている極である。先山（洲本市） ．篠山

（多紀郡） ．以外に出石町（出石郡） ．大撫山．船越山〈佐用郡） ．氷の山（養父郡）の産地

が知られている。篠山には個体数が多いようであるが大撫山では余り多く芯い（筆者は980

139採築している）。

オオヒBウタ.ンゴミムシ．Scaritee sulcatusOlivier･吹上の浜にいることが妃

録されており（堀田． 1973，奥谷， 1975），戦前兵匝県の瀬戸内側海岸線沿いに分布して

おり、特に浜ノ宮あたりに多く産することで有名であったが、戦後海岸線そのものが全く変っ

てしまい砂浜など皆無の状態で本種がいるのかどうかわからない状況下で淡路島には確実にい

ることがわかり大変うれしい。

チャイロホソヒラタゴミムシ Agonum (Atranodes) kyushuensiBHabu・ 福良

（久松．伊藤， 1973） ，兵庫県他の地での紀録が無い．良く似た函が多いので同定が困難で

ある。

5． コカシラミズムシ科(FamilyHaliplidae), 1M(6).

6ケンゴロウ科(FamilyDytiecidae),4種(36).

スジケンゴロウ HydaticuevittatuBFabricius･淡路から採集されているという

記録がある（関， 1945）． 残念ながら詳しい産地採集年月日が無い，県下でも今の所全く

妃録が無い種である。

Z ミズスマシ科(FamilyGyrinidae)0 3顧切．

8カムシ科 (F,amilyHydroPhidae), 2種(").

Qエンマムシ科 (FamilyHigも⑧ridae)0 4m(23).

アラメェンマムシ HieterPunotulatuBWiedemanno岩屋で1ex･･採集してい

るが（26－Ⅳ－1959)｡県下どこにも妃録がない。

10ムクケキノコムシ科(ramilyP"1ﾕﾕdae), 2穐卿．

エピチャ'､パネムシ ACrOCriohigcureitang (蝿⑧tner)・ムナグロムクゲキノコ

ムシ A.1ewieii (Motthewe)共に福良からの記鰍で（久松0 1973)．この科のものは兵

庫蝋下から2称が知られているだけで2諏共淡路島産の特産麺である。

－4－



11．タマキノコムシ科(FamilyLeiodidae)．2稀(10).

オオサワタマキノコムシIp1odeeogawaiNakane・臓姻羽山（久松,1974)0

ヒトッメタマキノコムシLiodopr･iamaculicollieNakane・常降寺山で】eXooを

採集（20－Ⅳ－1974），ともに県下では他の地で知られていない。

12デオキノコムシ科(FamilyScaphidiidae),1"(24).

13．ハネカクシ科(FamilyStaphylinidae)．13Wi(220).
01igota(HolobuB)yasumateuiKineben．常蜂寺山（久松,1973)．ツヤケ

シヒゲブトハネカクシA1eochara(Emp1enota)fuscicolaShar･p。澱（久松0

1973），ともに兵庫県下の他の地での産が知られていない。この仲鵬jは小さく余り注意がさ

れないグループなので調査不充分といえる。

14アリツカムシ科(FamilyPBelaphidae),4種(16).
TyrugjaponicuBShax.P･諭溌羽山（久松,1973)。この仲間も全般に調査不充分

のグループである。この種は他に今の所記録が無い。

15．クワガタムシ科(FamilyLucanidae),7gi(15).
16．センチコガネ科(FamilyGeotrupidae),1"(3).

淡路島に産するセンチコガネは淡路島型として近畿各地の型と別けられるということである

が、兵庫県下産の各地点での採集標本から眺めた場合黒色に近く特に先山産の繰本は形もやや
4型で一見異ったような感じがする（この先山産の標本は堀田氏の御厚意で箪者の手許にある）

が、岩屋産の標本と明石市内産の標本は割合似かよった色彩をしているように思われる。もつ
と個体数を集めて比較すると色々 の結果が出ると考えられるが最近糞虫の数は可成り減少して
いるように思われる。

17．コカネムシ科(FamilyScarabaeidae),46"(145).
マメダルマコガネPanelusparvulue(Wabex･houee)､諭鰹羽山（久松,1973)0

セマルオオマグソコガネAphodius(OtophoruB)brach.omueSolshy，岩屋(16．
30－Ⅳ－1943）．他に随◎go[Water･houee,1875の記録があるが現時点では淡路島
特産かと考えている。ヒメハナムグリOxycetoniaforも土cula(Janson)･福良（久
松・1973）．以上3種は兵庫県下では淡路島特産である。

'8.ﾏﾙﾊﾅﾉﾐ洞(FamﾕyHeﾕodidae),1種(6).
岨ヒラタドロムシ科(FamilyPeephenidae),1"(3).
20．タマムシ科(FamilyBupregtidae),14種(66).

FW"jap｡ni5&.~MBgrg｡r.三熊山（久松．1974),本鰯は黒沢博士によ
ると日本には産しないようで、日本産のものは画･BP･アカガネェグリタマムシとして未記戦
の種のようである。（黒沢，1975）．

21．コメツキムシ科(F,amilymlateridae)．5"(107).
－5－
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丁力丁シコ'､ナコメツキ ParaCardioPhorug BequenS (Cand6ze),岡〃四町（久

松． 1974),KObeの産が肥録されているが( 1871 ,G.Lewig leg． , Miwa, 1934).

現在淡脇島だけの産と考えている。

22． ヒケブトコメッキ科 (FamilyTrixagidae),1FII(2).

23． コメツキダマシ科 (FamilyBucnemidae), 1M(14).

24． ホソホタルモドキ科 (FamilyOmetheidae), 1ml(2).

25． ジヨウカイボン科 (FamilyCantharidae),5M(29).

26． ベニボタル科 (FamilyLycidae)． 1m(33).

27． カツオプシムシ科 (Familypermestidae),1M(13).

28 シパンムシ科 (FamilyAnobiidae)． 2m(12)．

セスジタワラシパンムシ xyle域ms japonicusPic･先山（酒井01975) .ツカ

タケミゾシパンムシ Mizodorcatoma.pinicolaeN・Hayashi｡三熊山(酒井,1974),

共に淡路島以外県下での産が知られていない。

29． ケシキスイ科 (FamilyNitidulidae),12稲(70)．

ウスチャデオキスイ CaraphilusfreemaniDobson｡福良（久松01973) ,

EPuraeafoveicollisReitter,常隆寺山，三熊山（久松． 1973》 ･ アミモンヒラタ

ケシキスイ Physoroniahiller (Reitter)．噛鵡羽山（久松, 1973) ,以上3種は

淡路島にのみ産することが知られている。

30 タマキスイ科 (FamilyCybocePha1idae), 1種(1).

キムネタマキスイ Cybocephalus nipponicuBBInrもdy-Youngao常闇侍山（久

松． 1973） ，本種は兵駆県下でこの地のみから知られており、この科も兵即県ではこの地以

外に知られていない。

31． ヒラタムシ科 (FamilyCucujidae), 1種(11).

キイロケシヒラタムシPlacnotus teetaceug (FabriCius),鎗餌羽山（久松．

1974） ．兵庫県下では他に産地を知らない。

32ホソヒラタムシ科 (FamilySilvanidae)． 5種 (7).

SﾕﾕVa励oPruBユnermie (Reitter).福良《久松.1973) ． S・javanicUe

(Grouvelle),福良（久松． 1973)．共に兵駆県下で他に産地を知らない。

33． オオキスイムシ科 (FamilyHelotidae),1Wi (1).

34． キスイムシ科 (FamlyCryPtoPhagidae),3稲(15),

35． ムクケキスイムシ科 (FamilyBiphyllidae). 1種(2).

36． コメツキモドキ科 (FamilyIfanguriidae), 1"(9)

ヒラナガムクゲコメツキモドキ CryPtophilug obliteraCuBRe"ter・常陸寺山

（久松,1973)0本棚も県下では淡路島にのみ産する。

－6－
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37．オオキノコムシ科(FamilyErotylidae)．】科'(30).

セモンホソオオキノコムシDacnepictaCrotch,鰄征羽III(久松.1973)．との

雨も県下で他に廉地が知られていない。

38ヒメハナムシ科(FamilyPhalacridae),1FI!(10).

エムモンチピヒメハナムシStilbuspolygrammaF1ach,"lll,柵良（久松．1973),

兵庫県他に産を知らない。

39．ミジンムシ科(FamilyCorylophidae),2FIi(4).

4Qテントウムシ科(FamilyCoccinellidae),16W'(64).

ムモンヒメテントウNephuskomPirasanus(H.Kamiya),先lll,三熊山（久松，

1974），オニヒメテントウScymnus(Pullue)giRant,es(H.Kamiya),三熊山
（宮武．古木，1973），両種共兵庫県での産は淡路島たけである。

41．テントウダマシ科(FamilyEndomychidae),2M(17).

42．ミジンムシダマシ科(FamilyDiscolomidae)．1"(2).

43．ヒメマキムシ科(FamilyLathridiidae),5"(8)

Cox･ticariajaponicaRei七tere福良（久松,1973),この地でのみ知られている。
44ツツキノコムシ科(FamilyCisidae),1"(8).

45．ゴミムシダマシ科(FamilyTenebrionidae),9"(80).

ニセハマヒョウタンゴミムシダマシIdisiavesもitaMarSeul,阿万西町（久松，

1974）‘他の海岸線での産が知られていない。

46．ハムシダマシ科(FamilyLagriidae),2種(9).

47．クチキムシ科(FamilyA11eculidae),2種(15).

48チピキカヮムシ科(FamilySalpingidae),1種(2).

マメチピキカヮムシLiesodemamyrmidoMareeul,諭掴羽山（久松,1974),
本種も淡路島産だけ知られている｡、

49．ハナノミ科(FamゴユyMordellidae),3種(38).

チャオピヒメハナノミMordellina(PBeudomorde11ietena)bx･unneotinota

(Margeul),強観羽山（酒井,1974).ナミァカヒメハナノミFaleomordellina

1uteOlojdeB(Nomura)(酒井・1973)．共に県下での産は他に知られていない。
50.カミキリモドキ科(FamilyOedemeridae)．1種(21)。

51．アリモドキ科(FamilyAnbhicidae),4種(23).

52．ニセクビボソムシ科(FamilyAderidae)．1種(2).

オピモンニセクピポソムシAderugquadrimaculatUBMareeUlo福良（久松．1973)0

本種も淡路島からのみ知られている。

5aカミキリムシ科(FamilyCerambyoidae),60種(252).
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口トケL4J･LメカミキリA11otraeuerufegcens(Pic),洲本市安乎町から堀田氏が

'ILI郷ぶれている(1973)．兵蹴県下からは西窟巾から関氏がA･asiatiousSchwarzer

なる'､冒名て@,l_l雛されたのかあるたけで(1939),現在本秘は淡路島からのみ知られている種

と豚えている。

チャイロヒメカミキリCeresiumsimileeGahan,淡路島南部海岸地のフェリーボー

ト准の馴務j:ﾙの埜光灯.に飛来したものを採集したとの記録がある(16．長尾,1969,堀田､

1973)。

カミキリムシ農【:は樽j合鵡くられているようであるが地域的にハナカミキリ類が大変少い点が

大きな特欽である。

54マメ･ﾉ'ウムシ科(FamilyBruchidae),1種(10).

55．′、ムシ科(FamilyChrysomelidae),94種(252).

ヘリグロタマトビハムシSphaerodermaohkuboiChnj6,福良（久松,1974),
シソダコグミトビハムシZipanginiatuberosaOhno,諭蔑羽山，成相峠，鮎屋（大

2):,1969),2秘共兵庫県下ではこの地のみである。

56オトシブミ科(FamilyAttelabidae)610種(49).

57．ホソクチソ・ウムシ科(Fami1yApionidae)．3種(12).

ケブカホソクチゾウムシApion(Catapion)griseopubescensRoelofs,福良
（筥武，1973），兵庫県の他の地では産地が知られていない。

58ソ'ウムシ科(FamilyCurculionidae).35種(203).

ハイイロヒヨウタンゾウムシScepticusuniformisK6no,福良、阿万西町（宮武，

1973),チビクチカクシゾウムシDeiradocz･anoideseetosuSMOrimoもOo舗観

羽山（宮武，1973）．クスアナアキゾウムシHylobius-orientaliBMoもBChulSkyo

先山（堀田，1975），上記3種は淡路島からのみ知られている種である。

59．オサゾウムシ科(FamilyRhynchoridae),4種(12).

ニセキクイサビゾウムシDx･yophthoroideesulcatusRoelofe,先山〈宮武，

1973）‘淡路島からのみ知られている。・

60．；キクイムシ科(FamilySco1ytidae)．1種(44).

ウスキイロキクイムシCnestuemuraya屈画iSchedl,諭認羽山（宮武,1974),

本穂も淡路島から知られているだけである。
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以上淡銘島産の甲虫類として現在わかっているの絶60科、447種である。始めに記したご

とく現存の兵庫県産甲虫類は101科02,634種がわかっているので兵庫県産の甲虫類の約20

9b枠度が淡路島に産することになる。但し全般的に澗査不充分だという印象を受ける。例えば、

オサムシ科、ハネカクシ科を例に見てももっと多くの種がいると考えられる。従って之からの調

I

l

L

－8－



刃

灘でより一胤刷砿はjWえることと思われるし、新知見の現われてくる可能性も多い（尤も而積か

ら云えば三1%I郡・泳名郡を合した所謂る淡蹄鳥の面稿は兵庫県全体の5，8％であるから、この点

から見れは靴敵散は大変多いことになる）。

一般的には兵庫県内での南に位慨している関係から北方系の甑が少いのは当然であるが、海浜

性の甲虫瓶などは兵胆県の他の地がほとんど駄目になった現在大切に保護してやり度いものであ
る｡

淡路島だけで知られている種が44種ある。中国地方から兵庫県下に点在的に分布しているア

キオサムシを産したり、可成り変った形態のセンチコガネがいたり、北方系のチャイロヒラタセ

スジムシを産したり等々この島の甲虫相は思ったより豊富である。ただ本四架橋とか島内縦貫道

路の建設とか自然破壊的な計画が多くある。た茸何んでも反対・反対ということでなく自然との

腿和を考えた計画の実施を切に望みたいものである。

、 （10－Ⅳ－1976）
L

クロフオオシロエダシャクの吸水について
． 〃＆島 ．寺皇噂討

一

ず 1

G令

登日邦明

炉。 五 F

アメリカでは古くから興味深い観察が多くなされており、シャクガの1種蛾類の吸水活動は、

やカギパの1種が、
ヶ②

夜間に水を呑んで

は尻から出すとい

5"pumping〃活

動などはよく知ら

れているところで

あるが、本邦では

一般的芯吸水例も

ほとんど報告され

ておらず、 2－3

の例を知るのみで

ある。

1
や

吸水するクロフオオシロエダシヤク Pogorloprgia

nigralbata刑igralbataWar･ren
－9－




